
 

古賀市子ども・子育て支援に関するアンケート 
調査結果報告書 

（概 要 版） 
 
 
［ 調査の目的 ］ 

「第 2 期古賀市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、市民のみなさまの子育てに関する

実態やご要望・ご意見などを把握し、計画策定の基礎資料として、調査を実施するものです。 

 
［ 調査の概要 ］ 
（１）調査期間 

平成 30 年 10 月 16 日から平成 30 年 10 月 31 日 

 

（２）回収結果 
 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童
の保護者 

就園児 678 通 584 通 86.1％ 

未就園児 322 通 172 通 53.4％ 

小学生の保護者 709 通 635 通 89.6％ 

小学生（６年生） 531 通 491 通 92.5％ 

中学生（３年生） 524 通 489 通 93.3％ 

 
［ 調査結果のポイント ］ 

子育て環境（近所や地域でのつながりの希薄化の進⾏） 
○ 子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、「近所の人、地域の知人」の割合が減少

している。 

 
保護者の就労状況（働く⺟親が増加） 
○ 母親の就労状況をみると、就学前、小学生の保護者のともに、フルタイム、パート・アルバイト

等で就労している人が増加している。 

 
幼稚園や保育所などの利⽤（利⽤が増加） 
○ 幼稚園や保育所などを定期的に利用している人が増加している。 

 
子育ての環境や支援への満⾜度（満⾜度が改善） 
○ 子育てについて、就学前児童の保護者調査において満足している人の割合が増加している。 

 
子育てについて必要な取組（経済的な支援、地域での居場所づくり） 
○ 子育てについて、就学前では、「保育所や幼稚園の費用負担軽減」「子ども連れでも出かけやすく

楽しめる場所を増やす」「子どもがのびのびと遊べる場」小学生では、「子どもたちが安心・安全

に遊べる放課後の居場所」のニーズが高い。就学前、小学生と共通して、親子や子どもが集まり、

安心して集う機会や場が求められている。 
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 １  子育て環境について 
 

気軽に相談できる先（就学前） 
 

・「配偶者・パートナー」の割合が 86.1％

と最も高く、次いで「その他の親族（親、

きょうだいなど）」の割合が 82.3％、「職

場の人、友人」の割合が 52.5％となっ

ています。 

・前回調査と比較すると、「近所の人、地域

の知人」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ２  保護者の就労状況について 
 

⺟親の就労状況（就学前、⼩学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・母親の就労状況では、就学前、小学生ともに「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」の割合が最も高く、次いで「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない」の割合が高くなっています。 

・前回調査と比較すると、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の割合が減少し、働き

つづける保護者が増加しています。 

  

％

32.0

0.6

44.4

0.6

15.1

2.1

5.2

28.9 

0.9 

39.6 

0.1 

22.0 

4.7 

3.7 

0 10 20 30 40 50

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で

就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない

パート・アルバイト等で
就労しており、産休・育休・介護

休業中である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

※主な項目を抜粋しています。 

平成30年度調査

(回答者数 = 756)
平成25年度調査

(回答者数 = 719)

％

配偶者・パートナー

子育てサロン、

ミニつどいの広場

その他の親族

（親、きょうだいなど）

職場の人、友人

近所の人、地域の知人

子育てサークル等の仲間

保育所、幼稚園、学校の保護者

の仲間

医師・看護師など

86.1

5.6

82.3

52.5

20.2

4.6

34.9

6.3

89.3

3.2

80.9

44.1

28.5

3.3

28.1

4.5

0 20 40 60 80 100

【就学前児童の保護者】 

％

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で

就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない

パート・アルバイト等で
就労しており、産休・育休・介護

休業中である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

27.6

7.2

32.0

2.0

26.0

2.3

2.9

20.4 

7.2 

23.4 

1.1 

40.9 

6.1 

0.8 

0 10 20 30 40 50

フルタイム 

就労していない

【⼩学⽣の保護者】 【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

（回答者数 = 753）

平成25年度調査

（回答者数 = 719）

平成30年度調査

（回答者数 = 631）

平成25年度調査

（回答者数 = 750）

フルタイム 

パート・アルバイト

就労していない



 

2 

 

 ３  教育・保育事業の利⽤状況、利⽤希望について 
 

平⽇利⽤している教育・保育事業（就学前） 
 

・幼稚園や保育所などの「定期的な教育・

保育の事業」を利用している割合は全体

で 82.7％となっています。 

・前回調査と比較すると、「利用している」

の割合が増加しています。 

・利用している教育・保育事業は、「認可保

育所」の割合が 50.4％と最も高く、次い

で「幼稚園」の割合が 38.1％、「認定こ

ども園」の割合が 7.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平⽇利⽤したい教育・保育事業（就学前） 
 

・「認可保育所」の割合が 56.7％と最も高

く、次いで「幼稚園」の割合が 51.9％、

「 幼 稚 園 の 預 か り 保 育 」 の 割 合 が

27.2％となっています。 

・前回調査と比較すると、「認可保育所」「認

定こども園」の割合が増加しています。

一方、「幼稚園」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
  

【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

（回答者数 = 756）

平成25年度調査

（回答者数 = 719）

％

利用している

利用していない

無回答

82.7

17.2

0.1

66.8 

33.1 

0.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

回答者数 = 625 ％

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

38.1

7.2

50.4

7.8

2.7

0 10 20 30 40 50 60

※主な項目を抜粋しています。 

％

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の届出保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

51.9

27.2

56.7

20.8

5.4

1.2

3.7

1.3

2.5

3.3

0.7

1.7

65.0

29.9

45.8

13.8

5.6

2.5

8.2

1.8

2.2

5.7

1.9

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

（回答者数 = 756）

平成25年度調査

（回答者数 = 719）
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 ４  放課後の過ごし方について 
 

平⽇の放課後の過ごし方（⼩学⽣） 
 

・「自宅」の割合が 79.1％と最も高く、次

いで「運動系の習い事（野球、サッカー

クラブなど）」の割合が 40.0％、「文化

系の習い事（ピアノ、書道教室など）」の

割合が 27.7％となっています。 

・「学童保育所」の割合は 13.1％と、前回

調査と比較すると、大きな差異はみられ

ません。 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

⼩学⽣になってからの放課後の過ごし方（就学前） 
 

・「自宅」の割合が 55.9％と最も高く、次

いで「学童保育所」の割合が 44.1％、

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」の割合が 38.8％となって

います。 

・前回調査と比較すると、「自宅」「習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾

など）」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
  

％

自宅

祖父母宅や保護者の友人・知

人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童館・児童センター

放課後こども広場（アンビシャス

広場）

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

55.9

13.8

38.8

2.0

2.6

44.1

0.0

12.5

2.6

61.1

17.3

48.1

3.2

2.2

43.2

0.0

19.5

4.9

0 20 40 60 80 100

【⼩学⽣の保護者】 
％

自宅

祖父母宅や
保護者の友人・知人宅

運動系の習い事

（野球、サッカークラブなど）

文化系の習い事

（ピアノ、書道教室など）

学習塾

児童館・児童センター

放課後こども広場

（アンビシャス広場）

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

79.1

15.0

40.0

27.7

13.9

2.7

3.5

13.1

0.5

26.0

0.9

81.1

14.1

‐

‐

‐

2.0

0.8

13.1

0.1

28.0

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

平成30年度調査

（回答者数 = 635）

平成25年度調査

（回答者数 = 750）

【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

(回答者数 = 152)
平成25年度調査

(回答者数 = 185)

※「運動系の習い事（野球、サッカークラブなど）」、

「文化系の習い事（ピアノ、書道教室など）」は 

平成 25 年度調査では「習い事（ピアノ教室、 

サッカークラブ、学習塾など）」、「学習塾」は 

平成 30 年度調査で新たに追加しました。 
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育児休業を取得していない理由（就学前）

 

 ５  育児休業の取得状況について 
 

育児休業の取得状況（就学前） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

・育児休業については、「母親が取得した」の割合が 38.6％、「父親が取得した」の割合が 1.1％と

なっています。 

・前回調査と比較すると、取得していない割合は減少しています。取得していない理由は「仕事が忙

しかった」が高く、前回調査で大きな理由としてあげられた「職場に育児休業を取りにくい雰囲気

があった」は減少しています。 

 
 

 ６  子育ての環境や支援への満⾜度について 
 

⼦育ての環境や⽀援への満⾜度（就学前、⼩学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・就学前児童の保護者では「満足度が高い」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が、28.6％と

なっており、前回調査と比較すると高くなっています。 

・小学生の保護者では「満足度が高い」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が、10.3％と就学

前児童の保護者と比較すると 20 ポイント近く低くなっているものの、大半が“ふつう”となって

います。  

回答者数 = 635 ％

満足度が低い

やや不満

ふつう

やや満足

満足度が高い

無回答

12.3

23.8

51.7

9.0

1.3

2.0

0 10 20 30 40 50 60

％

職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く
復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが

遅れそうだった

収入減となり、

経済的に苦しくなる

保育所などに
預けることができた

11.3

12.2

2.5

3.9

1.4

9.0

3.4

18.8

10.7

1.0

9.3

2.3

8.7

1.2

0 10 20 30 40 50
％

母親が取得した

父親が取得した

母親と父親の両方が取得した

取得していない

無回答

38.6

1.1

0.5

57.5

2.2

29.1 

1.0 

0.3 

67.5 

2.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【就学前児童の保護者】 【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

（回答者数 = 756）

平成25年度調査

（回答者数 = 719）
平成30年度調査

（回答者数 = 435）

平成25年度調査

（回答者数 = 485）

％

満足度が低い

やや不満

ふつう

やや満足

満足度が高い

無回答

7.7

22.2

39.6

20.4

8.2

2.0

9.7

22.3

43.1

15.3

4.3

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【⼩学⽣の保護者】 【就学前児童の保護者】 

不満 

満足 

平成30年度調査

(回答者数 = 756)
平成25年度調査

(回答者数 = 719)

不満 

満足 

※主な項目を抜粋しています。 
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 ７  子育てに対して不安に思っていることについて 
 

⼦育てをする上で、特に不安に思っていること（就学前、⼩学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに前回の調査と比較し、「子育てで出費がかさむ」割合

は微減ではあるものの、不安の第１位を占めています。 

また、就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに「不安に思うことは特にない」割合が減り、反

対に「子どもとふれあう時間が十分にとれない」の割合が増加しています。 

  

％

子どもとふれあう時間が

十分にとれない

子どものしつけや接し方が

よくわからない

子どもの病気や発育・発達の

遅れが気になる

親として自信が持てない

配偶者の協力が得られない

子育てが大変なことを

身近な人が理解してくれない

理由は分からないが不安になる

子どものことで話し相手や

相談相手がいない

仕事が十分にできない

自分のやりたいことが

十分にできない

子育てによる

身体の疲れが大きい

子育てで出費がかさむ

住居が狭い

その他

不安に思うことは特にない

無回答

21.2

13.5

9.7

6.5

5.8

1.7

4.4

1.1

10.1

18.5

17.7

31.1

8.9

3.7

14.6

10.2

17.9

13.8

9.0

9.5

7.0

3.2

6.3

2.1

13.9

23.6

19.3

35.9

13.1

8.1

18.6

4.5

0 10 20 30 40 50

【⼩学⽣の保護者】 【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

(回答者数 = 756)
平成25年度調査

(回答者数 = 719)

平成30年度調査

（回答者数 = 635）

平成25年度調査

（回答者数 = 750）

％

22.2

8.0

6.1

7.1

4.6

0.5

4.4

0.8

6.1

11.2

6.5

36.5

7.2

5.0

22.2

8.2

20.7

11.7

7.1

7.2

9.1

2.8

5.5

2.9

8.0

9.9

6.5

38.1

10.7

7.7

26.3

3.9

0 10 20 30 40 50

子どもとふれあう時間が

十分にとれない

子どものしつけや接し方が

よくわからない

子どもの病気や発育・発達の

遅れが気になる

親として自信が持てない

配偶者の協力が得られない

子育てが大変なことを

身近な人が理解してくれない

理由は分からないが不安になる

子どものことで話し相手や

相談相手がいない

仕事が十分にできない

自分のやりたいことが

十分にできない

子育てによる

身体の疲れが大きい

子育てで出費がかさむ

住居が狭い

その他

不安に思うことは特にない

無回答
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 ８  子育てしやすくなる取り組みについて 
 

⼦育てしやすくなる取り組み（就学前、⼩学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・就学前児童の保護者では前回の調査も「保育所や幼稚園の費用負担軽減」の割合が第１位ですが、

割合が大きく改善しています。 

・小学生の保護者では前回の調査も「子どもたちが安心・安全に遊べる放課後の居場所」の割合が最

も高く、次いで今回調査では「子ども連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やす」となっていま

す。 

  

％

児童館など、親子が安心して

集まれる身近な場や

イベントの機会

子ども連れでも出かけやすく

楽しめる場所を増やす

子どもたちが安心・安全に

遊べる放課後の居場所

誰でも気軽に利用できる

ＮＰＯ等による保育サービス

安心して子どもが医療機関に

かかれる体制の整備

子どもの多い世帯の優先入居や

広い部屋の割り当てなど、

住宅面の配慮

残業時間の短縮や休暇の取得

促進など、企業に対して

職場環境の改善の働きかけ

子育てについて学べる機会

子育ての悩みを気軽に

相談したり情報が得られる場

子どもや高齢者など

世代間交流ができる機会

買い物や不意の外出のとき

などに子どもを預けられる場

特にない

その他

無回答

12.9

31.5

49.6

8.2

24.9

5.5

17.0

3.5

4.7

5.5

9.6

11.0

5.4

9.4

16.0

35.6

65.7

7.5

38.9

4.7

18.5

4.9

8.7

8.5

13.1

3.1

5.2

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【⼩学⽣の保護者】 

平成30年度調査

(回答者数 = 635)

平成25年度調査

(回答者数 = 750)

％

子どもの多い世帯の優先入居や

広い部屋の割り当てなど、

住宅面の配慮

親子が安心して集まれる

身近な場、イベントの機会

子ども連れでも出かけやすく

楽しめる場所を増やす

子育ての悩みを気軽に相談したり

情報が得られる場

保育所を増やす

幼稚園を増やす

保育所や幼稚園の費用負担軽減

誰でも気軽に利用できる

ＮＰＯ等による保育サービス

安心して子どもが医療機関に

かかれる体制の整備

残業時間短縮や休暇の取得促進

など、企業に対して職場環境の

改善の働きかけ

子どもとの関わり方や

しつけを学べる場

同世代の子ども同士が

交流できる機会

子どもや高齢者など

世代間交流ができる機会

子どもがのびのびと遊べる場

買い物や不意の外出のときなど

に子どもを預けられる場

休憩やトイレ、

オムツ替えなどの場

その他

特にない

無回答

7.3

9.0

36.5

3.6

5.2

2.4

40.2

2.5

17.3

14.9

5.2

5.8

1.7

32.9

11.6

9.1

4.0

2.8

16.9

8.3

15.2

45.5

6.1

12.1

4.6

66.3

6.0

33.9

15.2

7.8

8.8

4.7

46.6

14.2

13.9

5.1

0.4

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【就学前児童の保護者】 

平成30年度調査

(回答者数 = 756)

平成25年度調査

(回答者数 = 719)
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 ９  子育て情報を得るために、利⽤したいと思う⼿段や機能 
 

⼦育て情報を得るために、利⽤したいと思う⼿段や機能（就学前、⼩学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・就学前児童の保護者では、「紙（フリーペーパー・雑誌・本など）」の割合が 66.3％と最も高く、

次いで「インターネット」の割合が 63.0％、「LINE」の割合が 39.8％となっています。 

・小学生では、「紙（フリーペーパー・雑誌・本など）」の割合が 61.1％と最も高く、次いで「イン

ターネット」の割合が 60.2％、「LINE」の割合が 29.9％となっています。 

・就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに、紙やインターネットに加え、「LINE」「市独自の子育

て支援アプリ」「Instagram」「Facebook」等のニーズが見られます。様々な手段を使って情報を

得ることを希望されています。 

  

【⼩学⽣の保護者】 
％

紙

（フリーペーパー・雑誌・本など）

インターネット

LINE

Facebook

Twitter

Instagram

mixi

市独自の子育て支援アプリ

その他

無回答

66.3

63.0

39.8

9.4

3.6

18.8

0.0

21.4

1.1

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【就学前児童の保護者】 
回答者数 = 756 ％

61.1

60.2

29.9

8.7

2.2

8.0

0.2

9.4

1.6

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 635

紙

（フリーペーパー・雑誌・本など）

インターネット

LINE

Facebook

Twitter

Instagram

mixi

市独自の子育て支援アプリ

その他

無回答
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 10  子どもの悩みや相談できる人の有無について 
 

⼦どもが今、悩んでいること（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談できる人の有無（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【子どもの悩み】 
・小学生では、「特にない」の割合が 48.7%と最も高く、次いで「勉強のこと」の割合が 23.4％、

「自分の性格のこと」の割合が 20.0％となっています。 

・中学生では、「勉強のこと」の割合が 70.6％と最も高く、次いで「自分の性格のこと」の割合が

21.1％、「自分の身体や健康のこと」と「特にない」の割合が同じで 17.6％となっています。 

【相談できる人の有無】 
・小学生、中学生ともに、「友だち」の割合が最も高く、次いで、「親」の割合が高くなっています。

相談できる人がいない人が１割程度みられます。 

  

回答者数 = 489 ％

親

祖父母

きょうだい

友だち

学校の先生

その他

いない

無回答

57.9

13.9

19.0

75.5

20.4

3.7

8.6

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

回答者数 = 491 ％

自分の身体や健康のこと

自分の性格のこと

家族のこと

友だちのこと

勉強のこと

塾や習い事のこと

学校のこと

その他

特にない

無回答

14.5

20.0

6.3

14.5

23.4

14.1

8.6

2.6

48.7

0.6

0 10 20 30 40 50 60

【⼩学⽣】 【中学⽣】 
回答者数 = 489 ％

自分の身体や健康のこと

自分の性格のこと

家族のこと

友だちのこと

勉強のこと

塾や習い事のこと

部活動のこと

学校のこと

その他

特にない

無回答

17.6

21.1

8.6

15.5

70.6

15.3

2.7

10.6

3.7

17.6

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【中学⽣】 
回答者数 = 489％

親

祖父母

きょうだい

友だち

学校の先生

その他

いない

無回答

63.3

23.0

20.8

64.2

24.2

1.4

11.6

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70

【⼩学⽣】 
回答者数 = 491
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回答者数 = 489 ％

とてもあてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

まったくあてはまらない

無回答

10.4

38.7

37.8

12.5

0.6

0 10 20 30 40 50

 

 11  自己肯定感について 
 

自分のことが好きかどうか（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近所における話ができる大人の有無 
 
【⼩学⽣】 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（
件
） 

自分のことが好きかどうか 

とても 
あてはまる

だいたい 
あてはまる

あまり 
あてはまらない

まったく 
あてはまらない 

無回答 

近所における
話ができる 
大人の有無 

いる 312 16.0 48.7 29.8 5.1 0.3 

いない 164 9.1 46.3 31.7 12.8 －

 
【中学⽣】 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（
件
） 

自分のことが好きかどうか 

とても 
あてはまる

だいたい 
あてはまる

あまり 
あてはまらない

まったく 
あてはまらない 

無回答 

近所における
話ができる 
大人の有無 

いる 282 12.8 44.7 34.0 8.5 －

いない 194 7.7 30.4 42.8 19.1 －

 
 

・小学生では、自分のことが好き（とてもあてはまる、だいたいあてはまる）の割合が 61.7％、中

学生で 49.1％となっています。 

・近所に話ができる大人がいるかどうかが子どもの自己肯定感と関係があり、近所に話ができる大人

がいない子どもほど、自己肯定感が低い傾向にあることがわかりました。 
  

【中学⽣】 
％

とてもあてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

まったくあてはまらない

無回答

13.4

48.3

30.3

7.7

0.2

0 10 20 30 40 50 60

【⼩学⽣】 
回答者数 = 491
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回答者数 = 355 ％

チェーンメール（次の人に送りな

さいという内容のメール）がきた

知らない人からメールがきた

（「出会い系サイト」なども含み

ます）

いやなことが書いてあった

うそをつかれた

自分に関するメールを他の人た

ちがまわして読んでいた

メールやSNS （LINE等）で嫌な

思いをした

メール、SNS 、ゲーム等をやり

すぎて朝起きられなかった

57.2

36.9

10.7

9.0

3.4

14.1

13.5

0 10 20 30 40 50 60 70

 12  携帯電話のメールやインターネット、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ等） 
 

携帯電話の所持状況（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携帯電話の利⽤時間（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携帯電話のメールやＬＩＮＥ等での経験（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・子どもの携帯電話の所持率が小学生に比べて中学生になると増加し、「チェーンメール」、「知らな

い人からメールが来た」などの経験の割合が高くなっています。 

  

回答者数 = 489 ％

持っている

持っていない

無回答

72.6

27.0

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

回答者数 = 355 ％

２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間以上

無回答

50.4

20.3

12.7

16.3

0.3

0 20 40 60 80 100

【中学⽣】 
％

持っている

持っていない

無回答

50.5

49.1

0.4

0 10 20 30 40 50 60

【⼩学⽣】 
回答者数 = 491

【中学⽣】 
％

30分未満

30分～１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間以上

無回答

22.2

16.9

31.0

17.3

11.3

1.2

0 10 20 30 40 50

【⼩学⽣】 
回答者数 = 248

【中学⽣】 
％

チェーンメール（次の人に
送りなさいという内容のメール）

がきた

知らない人からメールがきた

（「出会い系サイト」なども

含みます）

いやなことが書いてあった

うそをつかれた

自分に関するメールを他の

人たちがまわして読んでいた

メールやSNS （LINE等）で
嫌な思いをした

メール、SNS 、ゲーム等を

やりすぎて朝起きられなかった

14.9

8.1

2.4

4.0

1.6

3.6

9.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【⼩学⽣】 
回答者数 = 248

回答者数 = 355

※主な項目を抜粋しています。 ※主な項目を抜粋しています。 
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回答者数 = 489 ％

やりがいのある仕事につきたい

人の役に立てる仕事につきたい

収入の高い仕事につきたい

失業の不安のない仕事につき

たい

自分で会社をおこしたい

親の仕事を継( つ) ぎたい

アルバイトやパートなどで自由

に仕事をしたい

一つのところで定年まで働か

ず、転職していくつかの仕事をし

たい

プライベートと仕事の両方をバ

ランスよくしたい

できれば働きたくない

わからない

その他

無回答

59.5

37.6

50.3

22.5

4.1

1.4

3.9

1.6

52.4

1.2

2.5

3.9

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70

 

 13  子どものこと・将来のことについて 
 

仕事についての将来の希望（⼩学⽣、中学⽣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・小学生では、「やりがいのある仕事につきたい」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「人の役に立

てる仕事につきたい」の割合が 50.9％、「収入の高い仕事につきたい」の割合が 41.5％となって

います。 

・中学生では、「やりがいのある仕事につきたい」の割合が 59.5%と最も高く、次いで「プライベー

トと仕事の両方をバランスよくしたい」の割合が 52.4%、「収入の高い仕事につきたい」の割合が

50.3%となっています。 

 
 
 
 
 
 

％

やりがいのある仕事につきたい

人の役に立てる仕事につきたい

収入の高い仕事につきたい

失業の不安のない仕事に

つきたい

自分で会社をおこしたい

親の仕事を継(つ) ぎたい

アルバイトやパートなどで

自由に仕事をしたい

一つのところで定年まで働かず、

転職していくつかの仕事をしたい

プライベートと仕事の両方を

バランスよくしたい

できれば働きたくない

わからない

その他

無回答

53.2

50.9

41.5

17.9

4.1

8.8

8.6

2.9

36.0

0.8

4.7

6.9

2.9

0 10 20 30 40 50 60

【中学⽣】 【⼩学⽣】 
回答者数 = 491

☆古賀市子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果報告書（概要版） 

発 行 年 月：平成３１年（２０１９年）３月 
発行・編集：古賀市 子育て支援課  

〒811-3116 福岡県古賀市庄 205 
Ｔ Ｅ Ｌ：092-942-1515 Ｆ Ａ Ｘ：092-942-1154 

※「人の役に立てる仕事につきたい」は   

平成 30 年度調査で新たに追加しました。 


